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１ 幼児教育・保育の無償化について 

(1) 保育士の処遇改善や人材の確保・育成に取り組むべきと思うが

どうか。 

(2) 無償化に伴い、県や市町の負担が軽減されたのではないか。ま

た、０～２歳児について、県独自の子育て支援を検討してはどう

か。 

 

２ 文化財の防災対策について 

今年９月に国は国宝や重要文化財に指定された建造物の防火対

策指針を発表したが、県内文化財の防災対策の現状と今後の取り

組みを聞く。 

 

３ 被災者生活再建支援制度について 

被災者生活再建支援制度の仕組みを補うために２１の府県で独

自の助成を行っているが、まずは国の制度見直しを強く要望すべ

きと思うが、全国知事会ではどのような調整を行っているのか。 

 

４ キャッシュレス化・ペーパーレス化について 

(1) 県有施設における入場料などのキャッシュレス決済の普及状況

と今後の取組計画を聞く。 

(2) 県庁内の業務効率化を図るために、ペーパーレス化に取り組む

べきと思うがどうか。 

 

５ 男性の育児休業について 

(1) 県内の取得状況と対策を聞く。 

(2) 男性の育児休業をさらに浸透させるアクションを起こしてはど

うか。 

 

６ 障害者の就労支援について 

(1) 県庁や民間企業の法定雇用率達成に向けた取組状況を聞く。 

(2) 障害者雇用の経験のない企業などへの支援を強化して、障害者

が一層活躍できる環境整備に取り組むべきと思うがどうか。 

知 事 

健康福祉部長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

 

 

知 事 

危機管理監 

 

 

 

知 事 

総 務 部 長 

 

 

 

 

知 事 

健康福祉部長 

 

 

 

知 事 

総 務 部 長 

商工労働部長 

 

 

この質疑要旨は、１２月１０日午後４時５０分に取りまとめたものです。 



                            質 疑 要 旨                        谷内律夫議員 №２ 
 

質 疑 要 旨 要 答 弁 者 

７ ひきこもり対策について 

(1) 県内での相談件数と取組状況を聞く。 

(2) 県内の実態調査を行い、支援に繋げていくべきと思うがどうか。 

(3) ひきこもりの相談や支援の窓口は業務により県や市町に分かれ

ており、対応や支援の窓口を一元化してはどうか。 

(4) 社会復帰を促すうえで自宅を訪ねるアウトリーチ型支援が有効

と思うが、支援してはどうか。 

 

８ 歯と口腔の健康について 

(1) 歯周疾患検診受診率や後期高齢者の歯科健診を向上させるた

め、各市町等への積極的な対応をすべきと思うがどうか。 

(2) 特定健診に歯科検診を組み入れることを県は後押ししてはどう

か。 

(3) 口腔保健支援センターを設置し、８０２０運動にしっかりと取

り組むべきと思うがどうか。 
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